
医学部専門予備校

福岡校

2022年3月4日実施

藤田医科大学（後期）　数学
問題 1
次の問いに答えよ。

(1) 1000 から 2022 までの整数のうち 2022 と互いに素である整数の個数は アイウ 個である。

(2) x > 0 において x

2
+ 2

x2 の最小値は
エ
オ

である。

(3) 1 から 2n − 1 までの n 個の異なる奇数からなるデータの標準偏差が 15 のとき，n = カキ である。ただし
n > 2 とする。

(4) a, b を定数とし，0 < a < b < 2π を満たすとする。任意の実数 x に対して

cos x + cos(x + a) + cos(x + b) が一定になるとき，a =
ク
ケ

π，b =
コ
サ

π である。

(5) 直線 x

a
+ y

b
= 1 が y = 2x2 − 6x + 10 と y = 3x2 − 20x + 35 の両方の曲線に接するとき，a = シ ，

b = ス である。ただし a > 0, b > 0 とする。

(6) 座標平面上の曲線
√

|x| +
√

|y| =
√

2 で囲まれる部分の面積は
セ
ソ

である。

(7) 座標平面上に点 A(−1, 0)，B(1, 0) と動点 P
(

p,
√

p2 + p + 1
)
がある。 ̸ APB の二等分線と x 軸の交点

を Q とするとき，
(

QB
AQ

)2

の最大値は タ ，最小値は
チ
ツ

である。

(8) 袋の中に赤玉が 17 個，白玉が 3 個はいっている。よくかき混ぜてから 4 個を取り出す。赤玉だけが 4 個取り

出される確率は
テト
ナニ

，赤玉が 3 個，白玉が 1 個取り出される確率は
ヌ
ネノ

である。

(9) 実数 x, y が 3 つの不等式 3x − y + 7 >= 0, 2x + y − 2 <= 0, x − 2y − 1 <= 0 を満たす。このとき x2 + 8y の

最大値は ハヒ ，最小値は フヘ である。
(10) 実数 a に対して複素数平面上の 4 点 A(−2)，B(−7 − 5i)，C(1 − 9i)，D(a − 2i) が同一円周上にあるとき，

この円の中心を表す複素数は ホマ + ミム i であり，a = メ である。ただし a > 0，i は虚数単位とする。

〈〈 模試・講座のご案内 〉〉

※いずれも詳細は最終面をご確認ください医学部受験相談会も好評実施中

で
　 は春期講習 を実施します
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解答

解答記号 正解
アイウ 340
エ
オ

3
2

カキ 26
ク
ケ

2
3

コ
サ

4
3

解答記号 正解
シ 4
ス 8
セ
ソ

8
3

タ 5
チ
ツ

3
7

解答記号 正解
テト
ナニ

28
57

ヌ
ネノ

8
19

ハヒ 33
フヘ −8
ホマ −2
ミム −5
メ 2

解説
(1) 2022 = 2 × 3 × 337 と素因数分解されるから

n (1000 <= n <= 2022)が 2022と互いに素

⇐⇒ nは 2も 3も 337も素因数にもたない

⇐⇒ nは 2でも 3でも 337でも割り切れない

となる．1000 <= n <= 2022 を満たす自然数 n のうち，k で割り切れるものの集合を Ak と表すことにする．ま
た，全体集合を U，集合 P の要素の個数を n(P ) と表し，x を超えない最大の整数を [x] と表すことにする．

n(U) = 2022 − 1000 + 1 = 1023

n(A2) =
[

2022
2

]
−
[

999
2

]
= 1011 − 499 = 512

n(A3) =
[

2022
3

]
−
[

999
3

]
= 674 − 333 = 341

n(A337) =
[

2022
337

]
−
[

999
337

]
= 6 − 2 = 4

n(A2 ∩ A3) = n(A6) =
[

2022
6

]
−
[

999
6

]
= 337 − 166 = 171

n(A2 ∩ A337) = n(A674) =
[

2022
674

]
−
[

999
674

]
= 3 − 1 = 2

n(A3 ∩ A337) = n(A1011) =
[

2022
1011

]
−
[

999
1011

]
= 2 − 0 = 2

n(A2 ∩ A3 ∩ A337) = n(A2022) =
[

2022
2022

]
−
[

999
2022

]
= 1 − 0 = 1
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これより

n(A2 ∪ A3 ∪ A337)

= n(U) − [{n(A2) + n(A3) + n(A337)}

− {n(A2 ∩ A3) + n(A2 ∩ A337) + n(A3 ∩ A337)}

+ n(A2 ∩ A3 ∩ A337)]

= 1023 − {(512 + 341 + 4) − (171 + 2 + 2) + 1}

= 340

U

A2

A3 A337

(2) f(x) = x

2
+ 2

x2 とおくと，

f ′(x) = 1
2

− 4
x3 = x3 − 8

2x3

増減表より，f(x) の最小値は
3
2
である．

x (0) · · · 2 · · ·
f ′(x) − 0 +

f(x) ↘ 3
2

↗

別解
x > 0 なので，相加平均と相乗平均の関係より以下の式が得られる．

x

2
+ 2

x2 = x

4
+ x

4
+ 2

x2
>= 3 · 3

√
x

4
· x

4
· 2

x2 = 3
2

等号は x

4
= 2

x2 ，すなわち x = 2 のときに成り立つ．したがって求める最小値は
3
2
である．

(3) 各データの平均を x， 2 乗したデータの平均を x2 とおくと，

x = 1
n

n∑
k=1

(2k − 1) = 1
n

· n

2
{1 + (2n − 1)} = n

x2 = 1
n

n∑
k=1

(2k − 1)2 = 1
n

{
4 · 1

6
n(n + 1)(2n + 1) − 4 · 1

2
n(n + 1) + n

}
= 4n2 − 1

3

分散は 152 = 225 であることから，

x2 −
(

x
)2

= 225 ⇐⇒ 4n2 − 1
3

− n2 = 225 ⇐⇒ n2 = 676

ゆえに n = 26 である．
(4) 加法定理から

cos x + cos(x + a) + cos(x + b)

= (1 + cos a + cos b) cos x − (sin a + sin b) sin x

=
√

(sin a + sin b)2 + (1 + cos a + cos b)2 sin(x + α)

となる．ただし α は a, b で決まる定数である．これが任意の実数 x に対して一定となるためには{
cos a + cos b + 1 = 0 · · ·①
sin a + sin b = 0 · · ·②

であればよい．

① より cos a = −1 − cos b <= 0, cos b = −1 − cos a <= 0 であるので cos a, cos b はともに 0 以下で，② より

sin b = − sin a．以上から， π

2
<= a < π, π < b <=

3
2

π であることが分かる．よって，b = 2π − a が得られる
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ので ① に代入して

cos a + cos(2π − a) + 1 = 0 ⇐⇒ 2 cos a = −1 ⇐⇒ a = 2
3

π

したがって，a =
2
3

π, b =
4
3

π．

別解
与式を f(x) とおくと，任意の実数 x について f(x) が一定になるので，

f
( π

2

)
= f(π) = f

(
3π

2

)
⇐⇒ − sin a − sin b = −1 − cos a − cos b = sin a + sin b

これより，sin a + sin b = 0, cos a + cos b = −1 が得られ，a =
2
3

π, b =
4
3

π と定まる．このとき，

f(x) = cos x + cos
(

x + 2
3

π

)
+ cos

(
x + 4

3
π

)
= 0 となるので，確かに f(x) は任意の実数 x で一定になる．

(5) y = 2x2 − 6x + 10 と y = 3x2 − 20x + 35 の共通接線を求めればよい．
y = 2x2 − 6x + 10 について，接点を (t, 2t2 − 6t + 10) とおくと， y′ = 4x − 6 より接線の方程式は

y = (4t − 6)x − 2t2 + 10

y = 3x2 − 20x + 35 について，接点を (s, 3s2 − 20s + 35) とおくと， y′ = 6x − 20 より接線の方程式は

y = (6s − 20)x − 3s2 + 35

これらが一致するので {
4t − 6 = 6s − 20

−2t2 + 10 = −3s2 + 35 ⇐⇒ (t, s) = (1, 3), (13, 11)

題意を満たすのは (t, s) = (1, 3) のときで，共通接線の方程式は x

4
+ y

8
= 1 となる．よって a = 4, b = 8．

(6) 曲線
√

|x| +
√

|y| =
√

2 は x 軸および y 軸について対称であるので， x >= 0, y >= 0 における曲線の概形を
調べる．

y = (
√

2 −
√

x)2 = 2 − 2
√

2x + x より，y′ = 1 −
√

2√
x
．定義域は 0 <= x <= 2 であるから y′ <= 0 である．

よって x >= 0 においてこの曲線は単調減少で，下図のようになる．
求める面積を S とすると

S

4
=
∫ 2

0
(2 − 2

√
2x + x) dx

=
[
2x − 4

3
√

2x
3
2 + 1

2
x2
]2

0

= 2
3

したがって

S = 4 · 2
3

=
8
3
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x

y

O 2−2

2

−2

(7) P は双曲線
(

x + 1
2

)2

− y2 = − 3
4

(y >= 0) 上を動く．

x

y

OA B

P

Q

PQ は ̸ APB の二等分線であるから，AP : BP = AQ : QB すなわち BP
AP

= QB
AQ

が成り立つ．

AP2 = (p + 1)2 + p2 + p + 1 = 2p2 + 3p + 2

BP2 = (p − 1)2 + p2 + p + 1 = 2p2 − p + 2

であるから， (
QB
AQ

)2

=
(

BP
AP

)2

= 2p2 − p + 2
2p2 + 3p + 2

である．ここで，f(p) = 2p2 − p + 2
2p2 + 3p + 2

とおくと，

f ′(p) = (4p − 1)(2p2 + 3p + 2) − (2p2 − p + 2)(4p + 3)
(2p2 + 3p + 2)2

= 8(p2 − 1)
(2p2 + 3p + 2)2

よって，f ′(p) = 0 のとき，p = ±1 である．

f(−1) = 5, f(1) = 3
7
であり， lim

p→±∞
f(p) = 1 であるから，増減表は次のようになる．

p (−∞) · · · −1 · · · 1 · · · (+∞)
f ′(p) + 0 − 0 +
f(p) (1) ↗ 5 ↘ 3

7 ↗ (1)

ゆえに，最大値は 5，最小値は
3
7
である．

別解

f(p) = 1 − 4p

2p2 + 3p + 2
と変形できる．p = 0 のときは f(0) = 1 である．
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p > 0 のときは，f(p) = 1 − 4

2p + 3 + 2
p

= 1 − 4

2
(

p + 1
p

)
+ 3

となる．相加平均と相乗平均の関係に

より p + 1
p

>= 2
√

p · 1
p

= 2 となる．この等号が成立するのは，p > 0 も考慮して p = 1
p

⇐⇒ p = 1 のと

きである．したがって，p > 0 のとき f(p) は p = 1 で最小値 f(1) =
3
7
をとる．

p < 0 のときは，p = −q とおくと q > 0 であり，f(p) = 1 − 4

−2
(

q + 1
q

)
+ 3

となる．上記と同様に

q + 1
q

>= 2
√

q · 1
q

= 2であり，この等号が成立するのは q = 1 ⇐⇒ p = −1 のときである．このとき f(p)

は最大となり，その値は f(−1) = 5 となる．

以上より，p = 0 の場合も含めて，f(p) の最大値は 5，最小値は
3
7
である．

(8) 赤玉だけが 4 個取り出される確率は 17C4

20C4
=

28
57

である．また，赤玉が 3 個，白玉が 1 個取り出される確

率は 17C3 · 3C1

20C4
=

8
19

である．

(9) 3 つの不等式が表す領域は下図となり，各点を図のように定める．

x

y

O

A

B

C

−1

4

−3

−2

1

x2 + 8y = k とおくと y = − 1
8

x2 + k

8
となる．これは y 軸を軸とする上に凸な放物線である．

図より k が最大となるのはこの放物線が A(−1, 4) ，または C(−3, −2) を通るときである．A を通るとき
k = (−1)2 + 8 · 4 = 33 ，C を通るとき k = (−3)2 + 8 · (−2) = −7 なので，最大値は k = 33 である．

また，直線 BC の傾きは 1
2
であり，放物線 y = − 1

8
x2 + k

8
の接線の傾きがそれと一致するのは

y′ = − 1
4

x = 1
2
より x = −2 のときである．これより k の値が最小となるのは放物線が線分 BC 上の点(

−2, − 3
2

)
で接するときであることが分かる．このとき最小値 k = (−2)2 + 8 ·

(
− 3

2

)
= −8 である．

(10) xy 座標平面上で考える．
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直線 AB は傾きが 0 − (−5)
−2 − (−7)

= 1 であり，線分 AB の中

点の座標は
(

− 9
2

, − 5
2

)
であるので，線分 AB の垂直二等

分線の方程式は，

y = −
(

x + 9
2

)
− 5

2
= −x − 7

である．同様に線分 BC の垂直二等分線も y = 2x − 1 と分
かる．

x

y

OA

B

C

D

O′

y = −x − 7

y = 2x − 1

これら 2 直線の交点が求める円の中心であり，その座標は連立方程式を解いて (−2, −5) と分かる．複素数で
表すと −2 − 5i である．
中心を O′(−2, −5) とおくと，O′D = O′A より，

(a + 2)2 + (−2 + 5)2 = 52 ⇐⇒ (a + 2)2 = 52 − 32 = 16 ⇐⇒ a + 2 = ±4

a > 0 より，a = 2 である．
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問題 2
全ての面が 1 辺の長さ 2 の正三角形からなる六面体 S の展開図を示す。図の点 A～点 H は六面体 S のいずれか
の頂点である。この六面体 S の三角形 ABC を底面として，平面 P 上に置く。次の問いに答えよ。

A C E G

B D F H

(1) 六面体を作ったときに重なる点の組をすベて示せ。
(2) 点 H と平面 P の距離を求めよ。
(3) 六面体 S の全ての面に接する球の半径を求めよ。
(4) 点 F と平面 P の距離を求めよ。
(5) 線分 AB を含み平面 P に垂直な平面で六面体 S を切って 2 つの立体に分ける。このときできる 2 つの立体
の体積の比を求めよ。

解答
(1) 下の図のように，2つの正四面体を底面どうしで貼り合わせた形状の立体となる（デルタ六面体）．

B(G)

A(E)D(H)

F

C

重なる点の組は，Aと E，Bと G，Dと Hである．
(2) 結局，△ABC を底面とした正四面体の高さを求めればよいということである．

A

C
B

H

MI

ACの中点をM，△ABC の重心を Iとおき，̸ HMB の大きさを θ とおくと，

cos θ = IM
HM

= IM
BM

= 1
3

より sin θ = 2
√

2
3
．よって，求める高さ HIは，

HI = HM sin θ =
√

3 · 2
√

2
3

=
2

√
6

3
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(3) ABの中点を Nとおき，C，N，F，Dを通る平面で切断した切り口を考える．

B

AD

F

C

N

J

C N

D

F

J

K

△ABDの重心を Jとおくと，Jがすべての面に接する球の中心である．切断面において，Jを中心として CN
と FNに接する円の半径を求めればよい．Jから CNに下ろした垂線の足を Kとおくと， ̸ DNC = θ であるの
で，求める半径 JKは，

JK = JN · sin θ =
√

3
3

· 2
√

2
3

=
2

√
6

9

(4) Fから平面 Pに下ろした垂線の足を Lとすると，下図の FLが求める長さである．

C N

D

F

J

K L

Jは CFの中点なので，FLの長さは JKの長さの 2倍となる．したがって求める距離は
4

√
6

9
である．

(5) 線分 ABを含み平面 Pに垂直な平面と辺 DFの交点を Xとおく．正四面体 ABDFはこの平面によって，体積
の比が DX : XF である 2つの立体に切断される．

B
A

C

D

F

N

X

Iは (2)で定義した △ABC の重心である．また，CFと DI，CFと XNの交点をそれぞれ Y，Zとおく．

C N

D

F

J

I

X

Y Z

CY : YZ = CI : IN = 2 : 1
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YJ : JZ = DJ : JN = 2 : 1

より，
CY : YJ : JZ = 6 : 2 : 1

これと，CJ = JF より，
CY : YJ : JZ : ZF = 6 : 2 : 1 : 7

よって，
DX : XF = YZ : ZF = 3 : 7

である．このことより，線分 ABを含み平面 Pに垂直な平面により，正四面体 ABDFは体積の比が 3 : 7 であ
る 2つの立体に切断される．したがって求める体積の比は，{(3 + 7) + 3} : 7 = 13 : 7 である．

別解
−→
CA =

−→
a ,

−→
CB =

−→
b ,

−→
CD =

−→
d とおく．点 X が DF を k : (1 − k) に内分しているとすると

−→
CX = (1 − k)

−→
CD + k

−→
CF = (1 − k)

−→
d + k

{
2
3

(
−→
a +

−→
b +

−→
d )
}

= 2k

3
−→
a + 2k

3
−→
b +

(
1 − k

3

)−→
d

また，平面 P に垂直なベクトルとして
−→
ID = − 1

3
−→
a − 1

3
−→
b +

−→
d が取れるので，

−→
CX =

−→
CN +

−→
NX =

−→
CN + l

−→
ID

= 1
2

(−→
a +

−→
b
)

+ l

(
− 1

3
−→
a − 1

3
−→
b +

−→
d

)
=
(

1
2

− l

3

)−→
a +

(
1
2

− l

3

)−→
b + l

−→
d

−→
a ,

−→
b ,

−→
d は一次独立なので 2k

3
= 1

2
− l

3
, 1 − k

3
= l が成り立つ．これを解いて k = 3

10
を得るので，

DX : XF = 3 : 7 とわかる．
（以下略）
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問題 3
座標平面上で，0 <= θ < π, 0 <= r < 1 を満たす θ, r に対して点 Pn (n = 0, 1, 2, · · · ) を図のように定める。
原点 O(0, 0) を点 P0 とし， x 軸上の点 (1, 0) を点 P1 とする。
P0P1 方向から反時計回りに θ だけ向きを変えて P1 から距離 r だけ進んだ点を点 P2 とする。
P1P2 方向から反時計回りに θ だけ向きを変えて P2 から距離 r2 だけ進んだ点を点 P3 とする。
P2P3 方向から反時計回りに θ だけ向きを変えて P3 から距離 r3 だけ進んだ点を点 P4 とする。
このように，順に点 Pn+2 (n = 0, 1, 2, · · · ) を PnPn+1 方向から反時計回りに θ だけ向きを変えて Pn+1 から距
離 rn+1 だけ進んだ点とする。この操作を無限に繰り返したときに近づく点を点 P∞ とする。次の問いに答えよ。

(1) θ = π

2
, r = 1

2
のとき，点 P∞ の座標を求めよ。

(2) θ = 2π

3
, r = 1

2
のとき，点 P∞ の座標を求めよ。

(3) θ = π

2
とし，r を 0 <= r < 1 の範囲で変えるとき，点 P∞ の軌跡を求め，図示せよ。

(4) r = 1
2
とし，θ を 0 <= θ < π の範囲で変えるとき，点 P∞ の軌跡を求め，図示せよ。

x

y

θ

θ

θ

θ

θ

P0

O
P1

1

P2

P3
P4

P5

P6

r

r2
r3

解答
複素数平面で考える．一般に，複素数 z について |z| < 1 のとき， lim

n→∞
|z|n = 0 であるから， lim

n→∞
zn = 0 がわ

かる．したがって，このとき

1 + z + z2 + z3 + · · · = lim
n→∞

(1 + z + z2 + z3 + · · · + zn−1)

= lim
n→∞

1 − zn

1 − z

= 1
1 − z

が成り立つことに注意しておく．
点 Pk (k = 0, 1, 2, · · · ) を表す複素数を zk とすると，z0 = 0, z1 = 1 である．また， P∞ を表す複素数を z∞

とする．

(1) α = 1
2

(
cos π

2
+ i sin π

2

)
= 1

2
i とおくと，

−−−→
OP∞ =

−−−→
P0P1 +

−−−→
P1P2 +

−−−→
P2P3 + · · ·

に対応する複素数は
z∞ = 1 + α + α2 + · · ·
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であるが， |α| = 1
2

< 1 であるから，この和は 1
1 − α

= 1

1 − 1
2

i
= 4

5
+ 2

5
i となる．すなわち，

P∞

( 4
5

,
2
5

)
である．

(2) β = 1
2

(
cos 2

3
π + i sin 2

3
π

)
= −1 +

√
3i

4
とおくと，(1)と同様に考えて

z∞ = 1 + β + β2 + · · ·

であるが， |β| = 1
2

< 1 であるから，この和は 1
1 − β

= 1

1 − −1 +
√

3i

4

= 5 +
√

3i

7
となる．すなわち，

P∞

(
5
7

,

√
3

7

)
である．

(3) γ = r
(

cos π

2
+ i sin π

2

)
= ri とおくと，

z∞ = 1 + γ + γ2 + · · ·

であるが， |γ| = r < 1 であるから，この和は 1
1 − γ

= 1
1 − ri

= 1
1 + r2 + r

1 + r2 i となる．ここで，

x = 1
1 + r2 · · ·①, y = r

1 + r2 とおくと，x =\ 0 であり， r = y

x
がわかるので，これを ① に代入して

x =\ 0 の条件のもとで整理すると

x = 1

1 +
( y

x

)2 ⇐⇒
(

x − 1
2

)2

+ y2 = 1
4

となる．ここで，0 <= r = y

x
< 1 に注意すると，求める軌跡は

円
(

x −
1
2

)2

+ y2 =
1
4
の

1
2

< x <= 1 かつ 0 <= y <
1
2
の部分であり，図示すると下図のように

なる．

O
x

y

1
1
2

(4) z = 1
2

(cos θ + i sin θ) とおくと，z は原点を中心とする半径 1
2
の円周上の点のうち，その偏角が

0 <= arg(z) < π の範囲にある部分を動く．ここで，

z∞ = 1 + z + z2 + · · ·

であるが，|z| = 1
2

< 1であるから，この和は 1
1 − z

となる．すなわち，z∞ = 1
1 − z

· · ·②である．z∞ =\ 0

であるから，

② ⇐⇒ z = 1 − 1
z∞
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が得られる．ここで， |z| = 1
2
より

∣∣∣∣1 − 1
z∞

∣∣∣∣ = 1
2

⇐⇒
∣∣∣∣ z∞ − 1

z∞

∣∣∣∣ = 1
2

⇐⇒ 2|z∞ − 1| = |z∞|

⇐⇒ 4(z∞ − 1)(z∞ − 1) = z∞z∞

⇐⇒
(

z∞ − 4
3

) (
z∞ − 4

3

)
= 4

9

⇐⇒
∣∣∣∣z∞ − 4

3

∣∣∣∣ = 2
3

となるので，z∞ は点
4
3
を中心とする半径 2

3
の円周上にある．ここで，

0 <= arg z < π ⇐⇒ −π <= arg(−z) < 0

より − π

6
<= arg(1 − z) <= 0 がわかる（下図参照）．これより

0 <= arg
(

1
1 − z

)
<=

π

6
⇐⇒ 0 <= arg(z∞) <=

π

6

であるが， z = − 1
2
に対応する点 z∞ = 1

1 − z
= 1

1 + 1
2

= 2
3
は除かなければならない．

O
x

y

1
2− 1

2

z の描く図形

O
x

y

1
2− 1

2

−z の描く図形

O
x

y

1
2

3
21

1 − z の描く図形

O
x

y

2
3

4
3

2

z∞ = 1
1 − z

の描く図形

したがって，求める軌跡は円
(

x −
4
3

)2

+ y2 =
4
9
の

2
3

< x <= 2 かつ y >= 0 の部分であり，図示

すると下図のようになる．
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O
x

y

2
3

4
3

2

別解
（②までは同じ）

z = 1
2

(cos θ + i sin θ) より，

1
1 − z

= 1 − z

(1 − z)(1 − z)
=

1 −
(

1
2

cos θ − 1
2

i sin θ

)
1 − (z + z) + zz

=
1 − 1

2
cos θ + 1

2
i sin θ

1 − cos θ + 1
4

= 4 − 2 cos θ

5 − 4 cos θ
+ 2 sin θ

5 − 4 cos θ
i

と表される．ここで， 
x = 4 − 2 cos θ

5 − 4 cos θ

(
= 1

2
+ 3

2(5 − 4 cos θ)
>

1
2

)
· · ·③

y = 2 sin θ

5 − 4 cos θ
· · ·④

とおくと，③, ④ より cos θ = 5x − 4
4x − 2

，sin θ = 3y

4x − 2
となり，sin2 θ + cos2 θ = 1 を利用して

(
3y

4x − 2

)2

+
(

5x − 4
4x − 2

)2

= 1

となる．これを整理すると (
x − 4

3

)2

+ y2 = 4
9

となる．

0 <= θ < π より −1 < cos θ <= 1 ⇐⇒ −1 <
5x − 4
4x − 2

<= 1 であり，これより 2
3

< x <= 2 が得られる．また，

sin θ >= 0 より，y >= 0 も得られる．
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講評
問題 1［小問集合］
(1) 標準 (2) 易 (3) 標準 (4) やや難 (5) 標準 (6) 標準 (7) やや難 (8) 易 (9) 標準 (10) 標準
小問集合．設問数は前期と異なり例年通りの 10個に戻った．難易度は昨年度後期より難化した．計算量や処理量
の多い問題が並び，解法は思いつくもののしっかりと正解を導くことは難しかっただろう．処理の精度の差により受
験生の得点はばらつきそうである．(2)(5)(8)(9)(10)は典型題で計算量も標準的であるので今回のセットの中では落
とせない．できない問題はどんどん後回しにしてできる問題で稼げるだけ稼ぐべきである．

問題 2［空間図形］（難）
空間図形の問題であるが，展開図から立体を組み立てないといけないので苦手な人は非常に苦労したであろう．立
体の概略がつかめても DF が平面 P と平行だと勘違いすると正解できない．計算は必要な平面での断面を切り抜い
てきて，三角形の相似から比を決めていくのが簡単である．基本となるベクトルを 3つ決めて，すべての点をそれら
のスカラー倍の和として決定していく方針でも求めることが出来る．その際も対称性などから明らかに成り立つ事実
は取り込んで，計算を簡単にする工夫は必要だろう．

問題 3［複素数平面，極限］（やや難）
大きさが等比数列的に縮んでいくベクトルの和についての問題．典型的出題であるが，大きさの比や角度の変化量
をパラメータとして軌跡を求めさせているところがユニークである．(1)(2)は落とせない．(3)(4)は色々な解法が考
えられるが，いずれにしても範囲や除外点の議論が必要で，完答するのは容易ではないだろう．

昨年度後期と比べると，全体として難易度は上がっている．小問集合については作業量が多く，方針が立ったとし
ても制限時間内に高得点はとりにくい．また，問題 2で立体がイメージできず (1)からお手上げとなった受験生も多
かったと予想される．1次合格のための目標点は 50%．

◀ メビオの友だち登録はこちらから

0120-146-156 受付 9:00～21:00（土日祝可）
大阪市中央区石町 2-3-12  ベルヴォア天満橋
https://www.mebio.co.jp/

03-3370-0410
https://yms.ne.jp/

0120-192-215
https://www.mebio-eishinkan.com/

本解答速報の内容に関するお問合せは

春期講習
オンラインクラスも同時開講！

〈好評開催中〉

3/20 開講第 1期 （日・祝）

3/27 開講第 2期 （日）

苦手も得意も今から伸ばす！

早めに学習の基礎を固
めて、今後の成績を底上
げしておきましょう！

医 学 部
受 　 験
相 談 会

2022

大阪／京都／和歌山／名古屋／広島

医学部を目指すみなさまへ

長年にわたって医学部受験を指
導している現役講師が壇上に立
ち、医学部入試についての詳細な
分析をお伝えします。入試にまつ
わる悩みや学習のご相談にもお
答えします。

各会場では無料体験授業も実施（参加自由）

大阪府大阪市中央区石町 2-3-12ベルヴォア天満橋
天満橋駅（京阪 /大阪メトロ谷町線）より徒歩3分0120-146-156

フリーダイヤル

【受付時間】
9：00～21：00

2022年度より特待制度を新設します
条件によって学費を50～90％減免。
詳しくはお問い合わせください。

春期講習のお申し込み、
説明会日程の確認・
ご予約はお電話、HP、
QRコードから承ります寮の宿泊・食堂利用・メビオのの2泊

3日分無料体験をご用意しました！

２泊３日無料体験


